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【必ずお読みください】ご注意 

 

⚫ 当ガイドは CCVSR / v2.1.209 をベースにした内容となります 

⚫ 当ガイドは「CCVSRを最低限セットアップして使用開始するまでのガイド」として作

成しています 

⚫ 手順の詳細を確認する場合は、製品マニュアルをご参照ください 

 

⚫ 弊社製の KVM製品やマニュアルは、予告なく仕様変更などが行われます 

⚫ 弊社の技術サポートの提供は最新版のファームウエア/ソフトウェアでのご利用が前提

条件です。過去のバージョンで発生している不具合に対しては、設定方法・利用方法

の支援提案を行うことはございますが、問題解決を確約するものではないことをご理

解いただきますようお願い申し上げます 

⚫ 過去バージョンの CCVSR を使用している発生している問題・障害に対してはまず最

新版へアップグレードしてからご確認ください 

⚫ 同様に既存のデバイスを増設する時も必ず、デバイスがすべて最新バージョンにアッ

プグレードされているかご確認ください 

 

⚫ 使用する CCVSR と KVM デバイスが最新バージョン同士でない組み合わせでは、認

識・検出されない、録画できないなど予期しない不具合の原因となることがありま

す。特に CCVSR が古い場合、最新の KVMデバイスを認識できないことがございま

す。そのため構築・増設する前には必ず CCVSRと IPKVM両方が最新バージョンに

更新されているか確認してから、構築してください 

⚫ IPKVM が最新のハードウェアの場合、仕様変更によって過去バージョンのファームウ

エアに書き換え出来ない場合がございます 

⚫ 最新ハードウェアに旧バージョンのファームウエアを強制的にダウングレードした場

合に動作しないおそれがございます。弊社では同製品内の過去互換性についてはサポ

ート外のため、ご理解いただきますようお願い申し上げます 

⚫ ご利用から 3年以上経過した製品については、仕様変更に伴い最新のファームウエア

はご利用いただけない可能性がございます。保証期間を満了した旧バージョンのハー

ドウェアに対し、現行バージョン同等に使用するためのファームウエア提供による技

術サポートは提供できかねることをご理解いただきますようお願い申し上げます。 

⚫ 保証期間が満了したハードウェアで相性問題などの不具合が発生した場合、使用して

いるバージョンに近いバージョンへアップグレードできるかお試しください。(例・

v1.1.102 を使用していれば v1.1.103 に上げられるかお試しください)その後、アップグ

レードできるバージョンまで更新し、不具合が解消できるかお試しください 
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- 保証期間が満了したハードウェアで相性問題などの不具合が発生した場合、改善

が見られなかった場合は、製品リプレースでの解決による方法をご検討いただき

ますようお願い申し上げます。 

⚫ 製品のファームウエアは製造時点では最新バージョンにて製造されていますが、物流

などの都合によりさらに新しいバージョンが公開されていることがあります。利用の

際は最新バージョンにアップグレードしてご利用ください 

⚫ 本製品は、すべての接続機器、ネットワーク機器の動作を保証するものではありませ

ん。ご使用の際には、事前の段階で十分に評価していただき、お客様の責任において

ご利用頂きますようお願い致します。最終システムに対しても本機器の機能が満足す

るかどうかを事前に評価などにてご確認頂きますようお願いします 

⚫ 各 OS や機器の IP アドレスのセットアップ、VPNを使用したリモートからの接続方

法などについては割愛します。弊社製品であれば製品マニュアルをご確認いただき、

他社製品については各ベンダーへお問合せください 
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改定履歴 

 

⚫ 2023年 01月 25 日 : 初版公開 
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事前検証 

 

⚫ 弊社製品はマニュアルに記載されている各OSやミドルウェアに応じた製品づくりを

していますが、いかなる環境での動作を保証するものではありません。 

ご使用の際には事前の段階で十分に評価していただき、お客様の責任においてご利用

頂きますようお願い致します。 

 

⚫ 各 KVM 製品のマニュアルに記載されている動作対象OSでの基本的な動作の確認を

実施しておりますが、各ビルドおよびバージョンと、それらにて提供されるドライバ

ー、また各ユーティリティの任意の動作モード、設定の組み合わせすべてで完全な動

作を保証するものではありません。 

又お客様のご使用になるソフトウェアとの相性および完全な動作を保証するものでは

ありません。事前に十分な確認評価をしていただきますようお願いします。 

 

⚫ 最終システムに対して本機器の機能が満足するかどうかを事前に評価してご導入いた

だきますようお願い申し上げます。 

 

⚫ 実機検証する前の段階で、弊社営業でも構成相談を承れます。 

詳細につきましては、弊社お問い合わせフォームをご利用の上、弊社営業までお気軽

にお問合せください。 

https://atenjapan.satori.site/contactus 

 

⚫ 営業までご相談をいただく場合に具体的な構成図などをご提示いただくことで、より

早い構成提案なども可能になります。 

 

お急ぎの場合は、弊社営業窓口 03-5615-5810 までご連絡ください。 

受付時間：午前 9時～午後 6時(土・日・祝日・お盆・正月期間を除く) 

 

  

https://atenjapan.satori.site/contactus
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障害発生時・故障に備えて 

 

⚫ USB ライセンスキーの故障に関しては、メーカー保証(3 年)はセンドバック保守とな

ります 

⚫ 修理の受付には製品のシリアル番号が必須となります。本体裏面のシール部分にバー

コード下にある英数字がシリアル番号となります 

 

⚫ 修理お問い合わせ時にシリアル番号をご提示いただくことで保証期間内の判定と、有

償オプションに加入しているかを照合します 

⚫ 本体に養生用シールなどが貼られて見えない、シールがはがされている、汚損などに

よってシリアル番号がご提示頂けないなどの場合は、有償での修理対応となります 

⚫ 保証期間内は無償修理となりますが、修理品の送料につきましては相互元払いとなり

ます 

  



p. 10 

 

 

CCVSR とは何か 

 

CCVSR とは ATEN 製の IPKVM スイッチのリモートアクセス画面を録画するソフトウ

ェアです。 

次のような用途に対しての利点があります 

 

⚫ RDP アプリでは出来ない BIOS/UEFI や CLI 画面を録画できる 

⚫ ローカル/リモートユーザーの操作履歴が取れる 

⚫ ユーザーセッションごとに操作履歴を記録できる 

⚫ キーボード入力の履歴が取れるため、パスワード変更を誤った場合などの復旧がしや

すくなる 

 

CCVSR は 24時間 365 日連続稼働を想定しているため、利用する場合は省電力機能を無

効にしたサーバーまたは同等の連続稼働に対応したハードウェアをご利用ください。 

 

CCVSR は、Windows Server または対応 Linux ディストリビューション環境にインスト

ールするとサービスとして動作します。無償版と有償版がありますがプログラムは同一

で、ライセンスキーで無償版の制限が解除されるようになっています。冗長構成では 1台

のプライマリサーバーに対し最大 3 台までセカンダリサーバーを構築できます。 

 

⚫ 無償版 : USB キーの認証不要で利用できます。記録できる KVMのポート数(ノード)

が 1台までの制限があります。また、CCVSRの冗長サーバー構成や、アーカイブサ

ーバーを構築できません 

 

⚫ 有償版 : USB キーの認証を必須とします。ライセンスは次の種類があります。 

1. サーバーライセンス : プライマリサーバー用のライセンスです。 

2. ノードライセンス : 1 つあたり KVM スイッチの 1 ポート分の録画ができる

ライセンスです。最小で 16ライセンスから販売しています。ノードライセ

ンス 1 つを使用して、セカンダリサーバー(冗長サーバー)を構築できます。 

3. アーカイブサーバー専用ライセンス :各サーバーが録画したデータを一定期

間後にストレージ専用サーバーと転送し、集約できます。 

 

1 と 2の組み合わせでノード数が違うライセンスを購入することができます。3 は単独

で購入する必要があります。購入時に指定いただくことで、複数ライセンスを 1 つのUSB

キーにまとめられます。  
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ライセンスの種類 

 

メイン型番 

 

初回購入時、また複数のメインサーバーを構築する時は「メイン型番」の中から選び、

必要に応じて「オプション型番」を追加で購入いただけます。一度メイン型番を購入いた

だいている場合は、追加で「オプション型番」のみを購入いただけます。 

 

メイン型番 プライマリサーバー ノード数(ポート数) 

CCVSR8 1 8 

CCVSR16 1 16 

CCVSR32 1 32 

CCVSR64 1 64 

CCVSR128 1 128 

CCVSR256 1 256 

CCVSR512 1 512 

CCVSR1024 1 1024 

CCVSR2048 1 2048 

 

 

※参考・ノード数というのはリモートアクセスユーザーの人数ではなく、録画したい

KVM スイッチのポート数がノードとなります。具体例は次の通りとなります。 

 

例 1・CCVSR8 を購入した場合、録画できるポートが 8 となるため KN1108VA(8 ポー

ト)などが全ポート録画できるようになります。もしも 1 台の KN2116VA であれば

CCVSR16 を購入すると 16 ポート分すべてを録画できるようになり、2 台の KN2116VA

であれば CCVSR32 を購入することで 2 台の IPKVM 全ポートを録画できます。 

 

例 2・ノード数のライセンス 1 つを使用して、セカンダリサーバーを最大で 3台まで構

築できます。そのため CCVSR8 を購入したら、1台のプライマリサーバー、3台のセカン

ダリサーバー、5ポート分の KVMポートを録画できるようになります。 

もしこの残りの 5ポートを KN2116VAに使用するとなると、16 ポートの内の任意のポ

ート 5 つだけが録画可能となり、残りの 11 ポート分の録画は都度、使用ポートのライセ

ンスを解除し直すか、追加でライセンスを購入することで全ポートが利用できます。 
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オプション型番 

 

こちらはメイン型番を購入してから追加で購入する時の型番リストです。プライマリサ

ーバーのライセンスを購入する必要のない方向けです。メイン型番に「N」または「AS」

が加わった型番となります。 

 

「ノードのみの追加」「アーカイブサーバーのみ追加」という 2種類から、構成に必要

な型番をお求めください。 

 

オプション型番 プライマリサーバー ノード数(ポート数) 

CCVSRN1 0 1 

CCVSRN8 0 8 

CCVSRN16 0 16 

CCVSRN32 0 32 

CCVSRN64 0 64 

CCVSRN128 0 128 

CCVSRN256 0 256 

CCVSRN512 0 512 

CCVSRN1024 0 1024 

CCVSRN2048 0 2048 

 

オプション型番 プライマリサーバー ノード数(ポート数) アーカイブサーバー 

CCVSRAS1 0 0 1 

 

例・KN2116VA を 16 ポートすべて録画させるためにメイン型番 CCVSR16 購入し、そ

の構成に冗長サーバーを 1 台追加構築したい場合は「CCVSRN1」を追加で購入すること

で「プライマリサーバー1 台+セカンダリサーバー1+16 ポート録画構成」という構成がで

きます。この構成に更に、録画データを集約させるアーカイブサーバーを構築するには

「CCVSRAS1」を購入して増築することができます。 

 

このオプション型番は、メイン型番を購入していれば後から追加購入でき、USB ライセ

ンスキーのデータ書き換えを行うことでアップグレードできます。 

詳細は弊社営業までお問合せください。 
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無償版 

 

CCVSR はUSB ライセンスキーによる認証が出来なかった場合は無償版として起動しま

す。OS再起動による再認証するまで、または手動でライセンス認証操作をするまでは無

償版での動作となりますため、ご注意ください。 

 

無償版での制限は、録画できるポート数が 1 であること、CCVSRのサーバー冗長構成

が出来ないこと、録画アーカイブサーバーへの自動データ移送の機能がありません。も

し、サーバーに録画データの空き容量が無くなった場合は自動的に、古いデータから削除

して空き容量を確保します。特定の期間までのデータを優先し保管する機能は無いためご

注意ください。 

 

CN9000 や CN9950 など 1 ポートのみ IPKVM を購入されている場合は無償版でも最低

限の録画機能はご利用いただけます。複数の CN9950 など録画したい、という場合に有償

版をお求めください。 
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CCVSR の仕組み 

 

⚫ CCVSR をインストールするサーバーとアクセスする端末には、動画プレイヤー機能

を使用するために、「Oracle Java version 8 Runtime Environment」または「Zulu 

OpenJDK version8 FX と icedtea-web」どちらかのインストールが必須です 

➢ 上記 Java をインストールしなくても CCVSRはインストール並びに稼働できます

が、サーバーで動画再生・エクスポートに関する機能が利用できなくなりトラブ

ルと誤解されるおそれがあることから、事前インストールを推奨します。 

⚫ 現在、CCVSR の各機能は Oracle Java バージョン 8 update202 または Zulu OpenJDK 

FX version8 update352b08 +Icedtea-web1.8.8.2 での動作を確認しています。 

⚫ CCVSR をサーバーにインストールした後、OSを再起動することで自動的に CCVSR

のサービスが自動的に起動します 

⚫ 外部からのアクセスを必須とするため、CCVSR をインストールしたサーバーはファ

イヤーウォールの解放設定が必須となります 

⚫ 機器の各通信によってポート番号が異なります。詳細はマニュアルをご参照ください 

⚫ リモート PCのブラウザから、CCVSR がインストールされたサーバーの 9443 番ポー

トにアクセスすることで、管理画面にログインができます 

⚫ 別売の「CC2000」(ATEN 製 KVM統合管理ソフトウェア)と組み合わせてご利用い

ただけます。 

⚫ 一部 IPKVM 製品で任意のポートに KVM スイッチの各ポートにカスケード接続対応

する製品がありますが、CCVSR では IPKVM の PC 側に KVM スイッチを接続してい

る場合、録画できるのは選択したポートのみとなり、KVM スイッチに接続されてい

るすべてのサーバーの画面を同時に録画は出来ませんのでご注意ください。 

⚫ ダッシュボード画面のライブビュー機能では、最大 20 ポート分のプレビュー画面を

登録して見られます。 

 

過去バージョンについて 

 

⚫ 2023年 1 月時点で、最新バージョンは v2.1.209 です 

⚫ このバージョンを含めた近しいバージョン示す時に「CCVSR v2」などと指します

が、同じバージョンのものを示します 

⚫ v2.1.201 未満のバージョンを指す時には「1.x 系」「v1」と称することがあります。

v2.1.201 のリリースにからそれまでのバージョンにてソフトウェアの互換性も喪失し

ております。そのためこのガイドでは、特定の話題が出ない限りは言及しませんこと

をご理解いただきますようお願い申し上げます。 
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要求スペック 

 

CCVSR を稼働させるためのシステムの要件は以下の通りです。 

 

サーバー機 

 

ハードウェア 

 

⚫ サーバーまたは、24時間 365 日連続稼働に対応する、サーバーOSが利用できる FA

用コンピューターなどでご利用ください 

– また省電力・自動省エネ機能が有効になっていると誤動作の原因になること

から完全に無効にできる製品をご利用ください 

 

⚫ OA用のデスクトップ PC やノート PC での利用は以下の理由で非推奨となります 

– 24時間 365 日連続稼働に対応するよう、設計されていないため 

– 予測なくOS起動を実行するため(録画データが破損する原因となります) 

– 高速かつ大量のネットワーク処理が行えるサーバー用途クラスのネットワー

クインターフェイスがオンボードで搭載されていない 

• リモートユーザーのログインや切り替えが頻繁に発生する環境では高

負荷となるため、サーバーのハングアップ、パフォーマンス低下のほ

か予期しない不具合の原因となることがあります 

 

⚫ 最小 CPU : Intel Xeon D-1527 以上 

⚫ 最小メモリ : 8GB 以上(CCVSR の稼働にて必要となるメモリサイズです。OS用に別

途メモリを追加してご準備ください) 

⚫ 最小ストレージ : 4GB 以上 (CCVSRのみインストールすると数百 MB 程度の使用と

なります。録画した動画データによって必要な容量が異なります) 

⚫ 最小ネットワークインターフェイス : 1000Base-T以上の能力を持っていること 

 

⚫ CCVSR のアーカイブサーバーを構築する場合は、録画データを記録する前にエンコ

ードをするため、CPU 処理能力が求められます。そのため、プライマリサーバーよ

りも高い CPU 能力を持つハードウェアをご用意いただくことをお勧めします。 
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ソフトウェア(OS) 

 

⚫ Windows Server: WindowsServer2012R2、2016、2019、2022  

– (メインストリームサポート期間内の製品であること) 

– OSはクライアントOS ではなく、サーバーOSをご利用ください。当ソフト

は録画サーバーとして 24時間 365 日連続を稼働するハードウェアを前提に設

計されているためです 

– クライアントOSでの実稼働を想定した設計開発はされていません。 

 

⚫ Linux : RHEL 7.0 または CentOS 7.0 以降であること 

 

⚫ Zulu OpenJDK 8 JDK FX と Icedtea-web(各 CPU/OS対応のバイナリをインストー

ルします) 

– https://www.azul.com/downloads/ 

– https://www.azul.com/products/components/icedtea-web/ 

 

クライアント OS を敢えてサーバーとして使用した時に予想される不具合 

 

⚫ ネットワークに接続する台数や方法に依存しますが、Windows10、Windows11 など

のクライアント OS で CCVSR をインストールした場合は次のような不具合の発生す

るおそれがあります 

– KVM デバイスが突然オフラインになってしまう 

– ブラウザなどから CCVSR の管理画面にアクセス出来なくなる 

– 複数人が表示操作の切り替えをするとサーバーがハングアップする 

 

⚫ 理由としては以下の仕様から制限として発生します 

– 一時的にクライアントOS が対応するネットワーク接続台数が超過した 

• Windows10 などのライセンス条項では同時接続数を超過した(条項を

違反した)時に復旧する保証はないためご留意ください 

– Windows update が実行され、強制的に CCVSR のサービスを停止される 

– Windows update はユーザーによる手動設定で停止しても OS が強制的に起動

させるケースがあります。潜在的なネットワーク障害の要素となります 

– 処理能力を超える接続変更により、転送処理ができなくなる 

  

https://www.azul.com/downloads/
https://www.azul.com/products/components/icedtea-web/
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クライアント機(リモートアクセス用端末) 

 

CCVSR のサーバーにリモートアクセスして動画視聴するための端末スペック要件は以

下の通りです。 

管理画面は html5 で構成されていますが、動画再生プレイヤーに Javaアプレットを使用

したプログラムを実行するため、Oracle Java version 8 または「Zulu OpenJDK FXと

icedtea-web」をインストールする必要があります。 

 

ハードウェア 

 

⚫ CPU : Intel Core i5 7600 以上 

⚫ メモリ : 最低 8GB 以上 

⚫ グラフィックス : Intel HDgraphics 530 以上 

⚫ ストレージ : 20GB 以上の空き容量がある SSDや HDD 

⚫ モニター : 1920x1080 または 1920x1200 

⚫ ネットワークインターフェイス : 1000Base-T以上の能力を持っていること 

⚫ OS : windows10 以降または、製品 pdfマニュアルで動作が確認されている Linux 系

OSに(Oracle Java version8 runtime Environment)に対応していること 

 

ソフトウェア 

 

⚫ Windows : WindowsServer8、8.1、10(すべて 64bit 版 / メインストリームサポート

期間内の製品であること) 

⚫ MacOS: Mojave, Sierra and High Sierra 

⚫ Linux : Ubuntu LTS (メインストリームサポート期間内の製品であること) 

⚫ Zulu OpenJDK 8 + IcedTea-webに対応すること 

– https://jp.azul.com/products/zulu-embedded/zuluembeddedfaq/ 

⚫ 対応ブラウザ 

– Mozilla Firefox 

– Google chrome 

 

  

https://jp.azul.com/products/zulu-embedded/zuluembeddedfaq/
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録画できる IPKVM 型番 

 

2023年 1 月現在、CCVSR / v2.1.209 は次の ATEN 製 KVMのキーボード、マウス入力

と画面を録画できます。最新の対応状況は CCVSR の製品ページをご確認ください 

 

■ローカルコンソール・リモートコンソール両方録画対応 

KN2116VA、KN2124VA、KN2132VA、KN2140VA、KN4124VA、KN4116VA、

KN4132VA、KN4140VA、KN4164VA、KN8132V、KN8164V、CN8600、

CN8000A、CN9000、CN9600、CN9950、RCM101A、RCM101D、 RCMDVI101、 

RCMVGA101、RCMDP101U、 KE6900AiT*, KE6940AiT* 

※一部機能に制限があります。詳細はユーザーマニュアルをご参照ください。 

 

■リモートコンソールのみ録画対応 

KL1108V、KL1116V、KN1108v、KN1116v、KN1132V、KN1108VA、KN1116VA、

KN2116A、KN2124v、KN2132v、 KN2132、 KN2140v、KN4116、KN4116v、 

KN4124v、 KN4132、 KN4132v、SN0108A、 SN0116A、 SN0132、SN0148、

SN9108、 SN9116、 SN0108CO、 SN0116CO、 SN0132CO、 SN0148CO、 

SN9108CO、 SN9116CO 

 

 

※参考・コンソールとは? 

 

ローカルコンソールとは KVM 本体に接続しているモニター、USB キーボード、マウス

の総称です。これらを使って PCを直接操作しているユーザーのアカウント情報や画面切

り替えなども対応機器であれば CCVSRは録画できます。 

リモートコンソールとは LANなどからリモートからアクセスしているユーザーの画

面、キーボード、マウス入力のことを指します。リモートユーザーが閲覧している映像、

キーボード/マウス入力を録画できます。 
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このローカルコンソールとリモートコンソールの対応の差異で、使用する有償ライセン

スキーのノード数には違いはございません。録画したい KVM のポート数を算出してライ

センスの種類をご選定ください。 

 

 

※注意・SN シリーズの録画機能について 

 

SN シリーズはシリアルコンソールサーバーとなり、リモートユーザーが CLI にて入力

したキーのみを記録する機能となります。CCVSRでは便宜上、動画データとして取り扱

われますが実際は専用動画プレイヤーで見た時に黒画面のみでキーボード入力の履歴を確

認できるようになっています。 

動画データやライブビュー画面ではターゲットデバイスからの返信データは CCVSRに

は動画やテキストとして記録、表示されません。 

そのためネットワークスイッチなどを IPKVM に接続している場合は、リモートアクセ

スする操作端末のターミナルアプリや、サーバー、ネットワークスイッチなどのバッファ

ー、ログ機能を有効にするなどで、履歴が確認できる環境を別途ご用意ください。 

 

 

 

  



p. 20 

 

 

録画データのサイズについて 

 

以下は、録画データのサイズ目安となります。 

 

以下表の「操作全般」とは、動画再生などアニメーションがないWindowsの静止画が

表示された状態で数分操作したデータ量を指します。無操作で一定時間が経過すると録画

は停止され、操作時だけ録画されます。 

「常時録画モード」とはリモート端末から録画し続けた時の参考値となります。 

動画ファイルは次のような状況になるほど、ファイルサイズは大きくなります 

 

⚫ 解像度が大きくなる 

⚫ 高精細な壁紙や映像を録画している 

⚫ 動きの大きい動画ファイルまたは映像を録画している 

⚫ IPKVM の設定でネットワーク転送速度を 99999KBps のままで制限していない 

 

 操作全般 

（一時的な操作） 

常時録画モード 

（NVR、動画再生STBの監視等） 

KN8164V 3.37 Mbps / 1チャンネル 

1時間あたり : 296 MB 

44.6 Mbps / 1チャンネル 

1 時間のビデオサイズ: 4 GB 

CN8000A 12.40 Mbps/ 1チャンネル 

1時間あたり : 599 MB 

32.4 Mbps / 1チャンネル 

1 時間のビデオサイズ: 1.7 GB 

CN9950

（4K30p） 

17.2 Mbps / 1チャンネル 

1時間あたり : 1.56 GB 

189 Mbps / 1チャンネル 

1時間ビデオサイズ: 17.2 GB 

CN9950

（1080P） 

11.1 Mbps / 1チャンネル 

1時間あたり : 0.93 GB 

208 Mbps / 1チャンネル 

1時間ビデオサイズ: 17.5 GB 

 

動画は H.264 形式でエンコードされます。動画 1本あたり、エンコード時は CPU1コ

ア分と約 45MB 程度のメモリを使用します。セキュリティの要件から専用動画プレイヤー

でのみに対応となります。 

また録画が完了したデータはインストールフォルダの指定をしていなければ次のフォル

ダへ配備されます。(C:\vls_data) 
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使用する Java のバージョン、種類 

 

⚫ CCVSR は 2023 年 1 月現在の時点で、「Java 8 Runtime environment」または「Zulu 

OpenJDK FX と icedtea-web」で動作を確認しています。すべて 64bit 版にて動作を

確認しています。 

– Oracle Java version 8 runtime Environment update202(通称 : jre8u202) 

• Java version8 update 202以降は Oracle 社のサポートポリシーが変更

され、商業用途では有償となります。そのため、無償で利用できる最

終バージョンにて動作確認をしております 

• Java SE 11、15に対しては現時点では動作保証外となります 

– Azul System 製 Zulu OpenJDK FX 

•  

 

⚫ 以下のバージョンでは Java 内部の仕様が大幅に変更されていることから、CCVSR が

動作しないことを確認しています 

– Java9、Java10 
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使用するネットワークポート 

⚫ CCVSR では次のポートを使用します 

⚫ 同ポートの TCP、UDPポート両方を通信許可するよう設定してください 

 

使用用途 ポート番号 備考 

http 9080 https(9443)にリダイレクトするためだけ

に使用。管理画面からポート番号変更可 

https 9443 ブラウザでのアクセスするときに使用。

管理画面からポート番号変更可 

KVM からの動画データ 9001 KVM から CCVSR へ動画データ転送す

る時に使用。IPKVM のログサーバ機能

と CCVSRの同時利用は不可。管理画面

からポート番号変更可(IPKVM 側も同時

にポート番号を一致させる必要あり) 

CCVSR 9002 各サーバーの冗長通信接続にて使用。管

理画面からポート番号変更可 

アーカイブサーバー 9006 録画データをアーカイブサーバーへ転送

するため使用。管理画面からポート番号

変更可 

LDAP 389 初期設定では無効。管理画面からポート

番号変更可 

RADIUS 1645 初期設定では無効。管理画面からポート

番号変更可 

SMTP 25 発報専用。初期設定では無効。管理画面

からポート番号変更可 

SNMP Trap 162 CCVSR は SNMP Trap Agent にて動作。

初期設定では無効。管理画面からポート

番号変更可 

SNMP Agent 161 CCVSR は SNMP Agent として動作。初

期設定では無効。ポート番号変更不可で

161 番固定 

Syslog 514 発報専用。初期設定では無効。管理画面

からポート番号変更可 
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マルチホーム構成(複数 NIC)での利用 

 

⚫ 1 台のサーバーに複数のネットワークワークアダプター(NIC)があるマルチホーム環

境での利用は、すべての環境に対しての保証ができない内容となります。 

– Windows にはそれぞれプログラムに対して特定のNIC を固定して使用する設

定がありません。サーバーの構成やネットワーク環境で依存するため OS起

動のタイミングなどによってデバイスと通信できなくなるなど、挙動の変わ

る可能性があります。 

– 後述の方法でデバイスを登録まで行った場合、通信できることは確認してい

ます。しかし、再起動やネットワーク構成変更が発生した場合は、想定外の

挙動に陥る可能性があります。事前の段階で十分に評価していただき、お客

様の責任においてご利用頂きますようお願い致します。 

 

⚫ より確実なネットワークの問題を回避させる場合は、物理サーバーで複数NIC を搭

載している場合は VMware ESXi などUSB 接続に対応する仮想環境を構築し、ゲス

ト OS 内に 1つ NIC が搭載された環境で CCVSRを構築してください。 

 

⚫ マルチホーム環境にて CCVSR を構築する場合は、OS のバージョンや仕様を確認し

てから、必ずネットワーク設計・構築できる方がしてください。 

– マルチホーム環境を使用するには、各OSのバージョンやNIC ごとに DNS

の設定、メトリック値、バインドの設定方法などルーティング方法が異なり

ます。このような環境に対しての設計・構築は弊社では行えないことをご容

赦いただきますようお願い申し上げます。 

 

⚫ 以下の方法で導入の報告はございますが、以下はお客様にて評価を行い、障害復旧に

も問題がないことを確認の上、行ってください。 

– 1 つのOS で複数のNICが稼働している環境の場合は、KVMと同じセグメン

トに接続されている NICだけ起動している状態で、CCVSR のネットワーク

環境を構築する。CCVSRの冗長環境を構築して、KVM デバイスの通信、挙

動を確認してからシステムの構築が完了してから他のNIC を起動する。ネッ

トワークの復旧時も同様に、1 つだけの NICを起動させ、KVM デバイスと

の通信ができたことを確認してから他の NICを起動させる。 
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サーバーセットアップの流れ 

 

1. CCVSR をインストールするサーバー機ですること 

 

次の手順で CCVSRをインストールし、セットアップしていきます。 

 

 

 

2. KVMデバイスですること 

 

1. CCVSR と通信するため、「ログサーバ」の設定項目を変更する 

 

  

1. クリーンインストールされたWindows serverを準備する

2. Zulu Open JDK 8 JDK FX update 352b08 をインストールする

3. CCVSRをインストールする

4. 起動したCCVSRでATEN製KVMデバイスを登録する

5. 一般ユーザーアカウントを作成する
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リモート端末のセットアップの流れ 

 

 

 

 

  

1. クリーンインストールされたWindows 10端末を準備する

2. Zulu openJDK FXとIcedTea-webをインストールする

3. ブラウザからCCVSRの管理画面「https://xxx.xxx.xxx.xxx:9443」

(9443番ポート)でアクセスする

4. [初期設定] username : administraor / pass : passwordでログインする

5. 録画されている動画を閲覧する
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セットアップの想定シナリオ 

 

⚫ このマニュアルでは、下図の構成を想定して紹介します 

⚫ 想定シナリオは次のとおりです 

 

– 当初は CN9000 を 1台だけ使ってリモート端末から社内で複数のアクセスポ

イントから利用できるようにしていた 

– リモート端末から CUI から手打ちでコマンドを打つ、という手順だったが複

数の条件が重なって、予期しないシステム障害が発生してしまった。 

– サーバーのスナップショットだけでは発生時にオペレーターがどのような操

作をしていたのか分からないことが判明した 

– この障害の長期対策として操作履歴を記録するため CCVSRを導入すること

になった 

 

⚫ CCVSR はWindows Server 2019 Standard (デスクトップエクスペリエンス)がインス

トールされたサーバーで稼働することとなった。  

– この冊子では「CN9000」を KVMスイッチの例として手順を紹介しますが、

他の KVMスイッチなどもほぼ共通の設定となるため、必要に応じて読み替

えてご参照ください。 

 

接続構成図 

 

1. サーバーに CCVSRをインストールする 

2. CN9000を CCVSRに登録する 

3. リモートアクセス PCで CCVSR にアクセスして動画を閲覧する 

  テスト構成図 
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構築環境(シナリオ補足) 

 

⚫ CN9000から CCVSR サーバーへは 9001 番ポートを使用して動画データを送信しま

す。 

– 動画データは IP アドレスではなくサーバーの macアドレスに対して送信す

る仕組みとなり、ルーター超えでの動画データ転送には非対応となりますの

でご注意ください。 

⚫ CCVSR サーバーには別途、液晶モニターやキーボード/マウスが接続されている状態

とします。 

⚫ Windows Serverは自機の設定やロールやタスクを行っていないこと、Active 

Directoryなどで他ドメインなどに登録などがされていない、クリーンインストール

された状態から、インストールを開始することを想定しています。 
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Zulu OpenJDK version8 JDK FX をサーバーにインストールする 

 

⚫ Azul のページへアクセスします(以下ホームページのデザインは 2023年 1月時点の

ものとなります) 

https://www.azul.com/downloads/ 

 

⚫ CCVSR は Java version8 JDK FX に対応していますので、8u352b08 の「.msi」をクリ

ックします 

 

 

 

– Java11 以降への対応は 2023年 1 月現在、検討中となります。使用した場合

による不具合はサポート外となります 

 

⚫ ダウンロードしたmsi ファイルを右クリックで「インストール」を選択します 

 

 

 

  

https://www.azul.com/downloads/
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⚫ 起動すると次のような画面が表示されるので、「Next」をクリックします 

 

⚫ インストール先を確認してから「Next」をクリックします 

 

⚫ 「Install」をクリックします 
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⚫ インストールするデータコピーが完了するまで、しばらく待ちます 

 

⚫ データコピーが完了すると自動的に次の表示になります「Finish」をクリックして終

了します 

 
⚫ プログラムインストールが完了したら、OS 再起動をして完了させます 

 

OpenJDKがインストールできたかを確認する 

 

⚫ コマンドプロンプトを起動して「java -version」と入力し、Java が正しくインストー

ルできているか確認してください 

⚫ ファイル名に記載されているバージョンと同じ値が表示されているか確認してくださ

い 
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注意 : 環境変数について 

 

⚫ Oracle Java8 の初期バージョン以前では環境変数を登録しないと、上記のようなコマ

ンドプロンプトでコマンドを入力しても実行できない、CCVSR がインストールでき

ないという不具合が確認しています。 

 

⚫ OpenJDK Zulu のこのバージョンでは環境変数を登録しなくても利用できることを確

認しています。また、敢えて環境変数に path を登録しないでください。CCVSR が誤

動作する原因になります。 

 

CentOS / Ubuntu Server 環境でのインストールについて 

 

CentOSだと yum list installed、Ubuntu Serverでは apt-get で openJDK がインストール

されていないか確認します。すでにインストールされている場合は、一旦アンインストー

ルします。確認後、Azul 公式ページにて Java8 の CentOSまたはUbuntu 用の deb、rpm

または tar ファイルをダウンロードします。 

 

https://www.azul.com/downloads/ 

 

 

 

ダウンロードしたOpenJDK FXをインストールしてからは「java -version」とコマンド

を送信して javaのバージョン表示が返ってきたら準備が完了となります。 

  

https://www.azul.com/downloads/
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Icedtea-web をインストールする 

 

⚫ Azul 公式のページからプログラムをダウンロードします。 

https://www.azul.com/products/components/icedtea-web/ 

 

⚫ 64bit 版のmsi ファイルをダウンロードします 

 

 

⚫ ダウンロードしたファイルを右クリックで「インストール」を選択します 

 

⚫ 「Next」をクリックします 

 

https://www.azul.com/products/components/icedtea-web/
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⚫ 「I accept…」にチェックを入れて「Next」をクリックします 

 

⚫ インストール先を確認して「Next」をクリックします 

 

⚫ 「Install」をクリックします 
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⚫ ファイルコピーが完了するまで待ちます 

 

⚫ 「Finish」をクリックして、インストールプログラムを終了させます 

 

⚫ OS再起動したら、インストールは完了です。 
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CCVSR をダウンロードする 

 

⚫ CCVSR は他の ATEN製品とは異なり、プログラムは一般公開しておりません 

⚫ サポートサイトにアカウントを作成し製品登録をすると、CCVSRのインストール用

プログラムをダウンロードできます。 

⚫ インストール完了時にOS 再起動を必須としますので、ご注意ください 

 

KVM製品を ATEN技術サポートサイト「サポートセンター」に登録する 

 

⚫ ATEN ジャパンの公式ページにアクセスします 

⚫ 右上にある「サポート情報」から「サポートセンター」を選択します 

⚫ メニュー表示ができない場合は

「https://eservice.aten.com/eServiceCx/supportIndex.do?lang=ja_JP」から直接サイ

トへアクセスできるかお試しください 

  ※画像は 2022 年 11月時点のスクリーンショットです 

 
⚫ KVM 製品を登録していなければ、「アカウントの新規作成」をクリックし、すでに登

録済ならば「ログインをクリックしてください」 

 

⚫ サポートセンターでアカウントを作成し、ご購入いただきました製品を登録すること

で、製品によっては専用のアプリケーションプログラムやドキュメントなどがダウン

ロードできます。ほかにも技術的なご質問のお問合せのほか、保証期間の照会や修理

サービスの提供スピードが向上しますのでぜひともご活用ください 

 

  

https://www.aten.com/jp/ja/
https://eservice.aten.com/eServiceCx/supportIndex.do?lang=ja_JP
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サポートセンターでアカウントを作成する 

 

⚫ 「アカウントの新規作成」をクリックしたら、「個人情報の取り扱いについて」にチ

ェックして必要事項を入力してください 

– チェック入れないと各項目が入力できません 

 

⚫ 送信を押して、本人確認のアクティベーションを実施したら完了です 

 

 

サイトにログインし、KVM 製品を登録する 

⚫ ログインしたら、右にある「Product Registration(製品登録)」をクリックします 

 

 

⚫ この画面では、今までに登録済みの ATEN 製品がリストに表示されます 
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⚫ 新規登録するため「挿入」をクリックします 

 

   

⚫ 必要事項を入力します 

⚫ CCVSR のセットアップ用プログラムを入手するには、CCVSRに対応する製品のシ

リアル番号を登録します。今回は CN9000 が CCVSR に対応しているので、CN9000

のシリアル番号を入力します 

   

– 2023年 1 月現在、CCVSR / v2.1.209は次の ATEN 製 KVMのキーボード、

マウス入力と画面を録画できます。最新の対応状況は CCVSR の製品ページ

をご確認ください 

 

■ローカルコンソール・リモートコンソール両方録画対応 

KN2116VA、KN2124VA、KN2132VA、KN2140VA、KN4124VA、KN4116VA、

KN4132VA、KN4140VA、KN4164VA、KN8132V、KN8164V、CN8600、

CN8000A、CN9000、CN9600、CN9950、RCM101A、RCM101D、 RCMDVI101、 

RCMVGA101、RCMDP101U、 KE6900AiT*, KE6940AiT* 

※一部機能に制限があります。詳細はユーザーマニュアルをご参照ください。 

 

■リモートコンソールのみ録画対応 

KL1108V、KL1116V、KN1108v、KN1116v、KN1132V、KN1108VA、KN1116VA、

KN2116A、KN2124v、KN2132v、 KN2132、 KN2140v、KN4116、KN4116v、 

KN4124v、 KN4132、 KN4132v、SN0108A、 SN0116A、 SN0132、SN0148、

SN9108、 SN9116、 SN0108CO、 SN0116CO、 SN0132CO、 SN0148CO、 

SN9108CO、 SN9116CO 

 

⚫ 「添付」には、購入(納品)した日付と型番がわかる領収書の pdfファイルまたは画像

ファイルを添付してください 

⚫ 保証期間の根拠として利用します。金額の箇所のみ黒塗りなどで読めないように処理

したものを利用しても問題ありません 

⚫ 「保存」をすると登録が完了します 
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⚫ シリアルナンバーは、製品底面シールのバーコード下に記載されている英数字を確認

の上、登録してください。下図はサンプルとなります。 

 

 

⚫ 入力が完了したら、次は「マイダウンロード」をクリックします 

⚫ 対応機種を製品登録するとマイダウンロードに関連する製品のソフトウェアなどがリ

ストされます。 

⚫ 「トライアルソフトウェアのダウンロード」タブにある「ファイルのダウンロード」

のアイコンをクリックしてダウンロードします 

⚫ ダウンロードしたファイルは任意のフォルダに保存してください 
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CCVSR をインストールする 

 

⚫ ダウンロードしたファイルの中から、「setup.exe」とセットアップ用ファイルを使っ

てインストールします 

– 利用されている環境によって exeファイルによるインストールができない場

合は「VSRSetup.msi」をご利用ください。2 つのファイルは内容が同じで

す。 

• どちらかが環境によってインストールができない場合に利用いただけ

るようになっております。 

 
⚫ 右クリックで「管理者として実行(A)」でインストールを開始します 

 

⚫ 「Next」をクリックします 
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⚫ ライセンス契約の条項を確認したら、「I Agree」にチェックを入れて「Next」をクリ

ックします 

 

⚫ インストール先を確認して、「Next」をクリックします 
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⚫ 「Install」をクリックします 

 

⚫ CCVSR のデータコピーとセットアップが完了するまで、しばらく待ちます 

 

⚫ データコピーが完了したら、サーバーの役割を選択します。サーバー1台しか使わな

いのであれば「Primary Server」を選択し「OK」をクリックします 
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⚫ セカンダリサーバーとしてインストールした場合は「Secondary Server」を選択し、

「Primary Address」には「192.168.0.20」など、プライマリサーバーの IPアドレス

を入力し、「OK」をクリックします 

 

⚫ インストールが完了しました。「Close」をクリックし、手動でOS再起動してくださ

い。 

 

 

⚫ OS再起動が完了します 

⚫ 再起動が完了したら CCVSR はインストール完了です 

– CCVSR はサービスとして自動的に起動するようになっております。 

 

Linux環境でインストール/アンインストールする場合 

 

⚫ V2.1.209 の Linux インストール用の zipファイルを解凍したら、ターミナルにて管理

者権限で「vlsmank2.1.run」を実行します。 

⚫ (例・ sudo ./vlsman.run ) 

➢ インストールプログラムは GUI となっており、Windows版とほぼ同じ外見とな

っています。 

➢ インストール先は「sudo /usr/local/bin/ccvsr」以下となります。 

➢ アンインストールする場合は、管理者権限にて以下プログラムを実行すること

で、アンインストールプログラムが実行されます。 

「例・ sudo /usr/local/bin/ccvsr/uninstallvlsmon」 

 

  



p. 43 

 

 

ファイヤーウォールの設定をする 

 

⚫ CCVSR はブラウザを使って管理画面にアクセスします 

⚫ Windows server 2019 は初期設定でファイヤーウォールは有効になっており、外部と

の通信許可設定が必要になります 

⚫ テスト段階ではまず、Windows server または CentOSなどのOS 側のファイヤーウォ

ールをすべて無効にした状態で利用できることを確認してください。通信ができるこ

とを確認してから、必要なポート以外は無効にするなど設定されることを推奨します 

⚫ 詳細の設定方法は割愛します 

– ネットの設定が不明な場合はまず、ネットワーク管理者の方に相談を行って

ください。 
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CCVSR のサービスが起動しているか確認する 

 

⚫ Windows環境では、タスクマネージャーから起動しているか確認できます。 

⚫ OS起動直後はサービスが立ち上がっていないことがありますので、数分待ってから

タスクマネージャーのサービス一覧から起動しているか確認します 

⚫ Linux 環境であれば同様に「# systemctl list-units --type=service」で検索して、active

になっているか確認します 

 

(Windows 環境での凡例) 

 

 

  



p. 45 

 

 

登録準備・CN9000 を設定する 

 

⚫ CCVSR で録画する IPKVM 製品を登録設定します 

⚫ この連携設定をしないと、CCVSR の管理画面からデバイスが発見できません 

⚫ ブラウザを使って各 KVM デバイスの管理画面にログインし、設定します 

 

CN9000にログインする 

 

⚫ リモート端末から、Microsoft Edge、Google Chrome などのブラウザを利用して

CN9000にログインします 

⚫ リモート端末の対応ブラウザは以下のいずれかをご利用ください 

– Google chrome : バージョン 69以降 

– Mozilla Firefox : バージョン 62 以降 

– Microsoft chromium 版 Edge : バージョン 44以降 

• Internet explorerは 2022 年 6月にてサポートが終了しているため、

閲覧できるケースも想定されます。しかし、今後 CCVSR のアップデ

ートで対応ブラウザのセキュリティ要件を満たすために、利用できな

くなる可能性がございますためご注意ください。 

 

⚫ テスト構成では CN9000の IPアドレスは 192.168.0.60 ですので

「https://192.168.0.60」でアクセスします 

– 環境によってご利用になっている KVMの IPアドレスは異なるため、適宜読

み替えて作業を進めてください 

⚫ 初回ログイン、パスワード変更については CCVSR の初回ログイン時と同じため割愛

します 

  

https://192.168.0.60/
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「CCマネジメント」の項目を変更する 

 

⚫ 左メニューにある詳細設定 > ANMSの「認証」タブで、ログサーバの項目を設定し

ます 

 

 

 

⚫ ログサーバの「有効にする」にチェックを入れます 

⚫ 「MACアドレス」には、CCVSR がインストールされたサーバーの MACアドレス

を入力します 

– MAC アドレスはハイフンを入れず 12桁の英数字を入力してください 

– IP アドレスを入れても動作しません 

⚫ 「ポート」には初期設定の「9001」と入力します 

⚫ 画面下の「保存」ボタンをクリックして設定を反映させます。保存直後から CCVSR

がデバイスを検出できます。 

  



p. 47 

 

 

KN シリーズの場合 

 

⚫ KNシリーズでも同様の項目があります 

⚫ リモート端末でログイン後、「Device Management > AMNS >イベント送り先」に、

ログサーバの項目があります 

 

 

 

⚫ 入力する内容は CN9000と同じで、CCVSR をインストールしたサーバーのMAC ア

ドレスとサービスポート(初期値は 9001 番ポート)を登録して「保存」ボタンをクリ

ックします。 

⚫ 保存したら即時、CCVSRからデバイス登録ができるようになります 
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リモート端末をセットアップする 

 

⚫ リモート端末とは CCVSR にて録画した動画データを見るためのデバイスを指しま

す。 

⚫ スペックについては「クライアント機(リモートアクセス用端末)」を参照ください 

⚫ リモート端末側は、CCVSR をインストールする必要はありません 

⚫ 動画を再生するために専用プレイヤーを起動する必要があり、Java アプレットをイン

ストールする必要がございます。「Zulu OpenJDK FX」をインストールしておく必要

があります 

 

⚫ Zulu OpenJDK をインストールするには、 

「ZuluOpenJDK をサーバーにインストールする」 

をご参照ください 

 

⚫ インストールが完了したらブラウザで、「https://192.168.0.100:9443」のようにイン

ストールしたサーバーの 9443 番ポートにてアクセスし、管理画面へログインしま

す。 
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CCVSR にアクセスする 

 

⚫ CCVSR はWindows サービスとして登録され、OSが起動するとサービスとして自動

的に起動するようになっています 

⚫ サーバーの処理能力や構成によっては、CCVSR の起動に数分以上かかることがござ

います 

⚫ 以下は、タスクマネージャーから起動状況や強制的に起動させることはできますが、

可能な限り強制的な起動は行わずOSによる自動かつ安全な起動を強く推奨します 

⚫ サービスで実行しても反応しないなど、フリーズしている可能性が考えられる場合

は、次の方法で動作を確認できます 

 

CCVSR にアクセスする URL 

 

⚫ 「https://(サーバーの IPアドレス):9443」でアクセスします 

⚫ 今回の当ガイドの例ではサーバーの IPアドレスに即すと、 

「https://192.168.0.100:9443」となります 

➢ CCVSR は 9443 番ポートを使用するのでご注意ください 

 

⚫ CCVSR にはセキュリティ機能は無効なので、次のような画面が表示されます。セキ

ュリティ機能が無いために表示される警告画面となります。赤枠のリンクをクリック

してログイン画面へ進みます 
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ログイン画面・初期パスワード 

 

⚫ 初期ユーザー名 : administrator 

⚫ パスワード : password 

となります 

 

 

 

⚫ 初回ログイン時は、セキュリティ仕様にてパスワード変更を求められるため、任意の

パスワードへ変更します 

➢ GPDR/CCPA(カリフォルニア州消費者プライバシー法)に準拠するため、初回ロ

グイン時にはパスワードを必ず変更する必要があります 
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※注意 

 

インストールしたサーバーで管理画面にログインする時に「https://127.0.0.1:9443」

と、ループバックアドレスで管理画面にアクセスをしないでください。設定項目が正しく

表示されない原因となります。 

インストールしたサーバーでも CCVSRにアクセスする場合は、例えば

「https://192.168.0.100:9443」のようなサーバー自身が持つ IP アドレスに対してアクセ

スしてください 

 

(参考・不具合例) 

ループバックアドレスでアクセスした場合、以下のように左ペインではシステムの項目

のみが表示される状況となります。この状態だけが表示されるのは正しいアクセス方法で

接続していない凡例となります。 

ブラウザでサーバーの IPアドレスを入力し、再度アクセスすると正しい表示となりま

す。 
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登録準備した KVM を CCVSR に登録する 

 

前工程で、CCVSR から検索、登録できるよう KVM の管理画面にて設定しました。 

リモート端末からアクセスし、デバイスを登録する手順を紹介します。 

 

「デバイス管理」からデバイスの画面にアクセスする 

 

⚫ ログイン後、左ペインの「デバイス管理」をクリックします 

⚫ デバイス管理(利用可能なノード:1)にある「追加」をクリックします 

 

 

⚫ IPKVM の IPアドレスを入力し、「次へ」をクリックします。 

⚫ サービスポートは変更していなければ、9001 のままにします 

⚫ 「次へ」をクリックします 

 

・ 



p. 53 

 

 

⚫ 録画したいポートを選択します。 

⚫ CN9000 では KVMポートが[01]となっており、RS232 ポートが[17]COM1 と合計で

2 つのポートがありますので、無償版では 1 つしか利用できないため、今回は[01]だ

け「有効にする(映像+音声)」を選択し、「追加」をクリックします。 

 

 

 

⚫ もし、CN9000 本体に接続しているモニター、キーボード/マウスの操作も録画した

い場合は、「ローカルコンソールポートで録画を有効にする」にチェックを入れま

す。本体ローカルコンソールは CCVSRのノードとしてカウントされません。 

⚫ 設定が完了したら「保存」をクリックします 

 

COM ポートの録画とは 

 

「※注意・SNシリーズの録画機能について」ご参照ください。 
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ライブビューでリアルタイムの状況を確認する 

 

CCVSR の「ライブビュー」では、※リアルタイムでリモートアクセスしている状況を

表示する機能となります。最低は 1 画面から、最大は 8x8=64 画面を表示できます。ただ

し、CCVSRは同時録画に対応しているのは 20 ポートまでとなりますため、残りの 44 画

面は映像入力がない、というメッセージが表示されます。また、同時表示数が多くなるほ

ど、画面データの処理が重くなることから、遅延が大きくなります。 

 

以下は、64画面を同時に表示させた時の参考の画像となります。この画面の「」アイコ

ンで「Recording Only」と選択すると、録画している映像だけの表示にできます。この画

面の設定では、録画画面だけを表示させる設定があるため、その設定にすると録画状況に

応じたレイアウトに自動的に変更できるようになっています。 

 

 

 

同時表示による遅延を解消するためには、サーバーの処理能力を高めるか同時録画数を

4 画面、2 画面と減ると遅延が緩和されます。 

 

 

※注意 

便宜上、リアルタイムと表記しておりますが、IPKVM からのストリーミングデータデ

ータを受信して表示するため、ネットワーク機器の構成や状況によって数秒以上の遅延が

発生します。遅延の無い映像表示機能ではないことをご留意ください。
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リモートからの操作が無い状態と、録画中の画面の違い 

 

デバイスを登録していてもリモートアクセスがない状態だと、次のような映像が無信号

であることを示すアイコンが表示されます。 

 

 

 

リモートアクセスがある状態だと、次のようにリモートアクセスの操作中の画面が表示

されます。 

 

 

 

この画面では、一覧表示のレイアウトや過去の動画データの再生などができるようにな

っています。操作詳細は製品マニュアルをご参照ください。 
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これまでに録画したデータを再生する 

 

ブラウザから動画ファイルを開く 

 

ブラウザの管理画面で左ペインの「再生」をクリックすると、録画したデータのリスト

が表示されます。フィルターなどを利用して、録画したデータの検索や絞り込みができま

す。 

 

 

 

任意の動画を選択して、「再生」をクリックすると「Inquery.jnlp」をダウンロードする

か確認のメッセージが表示されることがあります。この Jnlp ファイルは Java アプレット

を使用して動作する動画プレイヤーです。ダウンロードしてファイルを開くと起動しま

す。 

すでに Oracle Java や icedtea-web をインストールしていると、ダウンロード後にファイ

ルをダブルクリックして起動すると初回起動時のみ、次のようなメッセージが表示される

ことがあります。 

 

Oracle Javaの場合 
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「リスクを受け入れて、このアプリケーションを実行します」にチェックを入れて「実

行」をクリックします 

 

Icedtea-webの場合 

 

「Always trust content from this publisher」にチェックを入れて「Run」をクリックします 

 

この警告は、セキュリティ機能が無いために表示されますが CCVSRにはセキュリティ

に関する機能がないため、正しい挙動となります。 

ファイルをダウンロードしても、動画を再生するまでに一定時間が空いていると不正ア

クセス対策として動画は再生できないようになります。ファイルを保存したらすぐに実行

してください。 

 

もしも openJDKと Icedtea-webを片方だけでもインストールが完了していない場合、エラ

ーメッセージが表示されて動画プレイヤーは起動できないためご注意ください 
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動画プレイヤー画面 

 

ブラウザから開いた動画プレイヤーを起動すると次のように録画したデータを再生でき

ます。プレイヤー下部分にある「コントロールパネル」をクリックすると、プレイヤーに

キーボード入力の履歴が表示されます。 

 

 

プレイヤーに音量ボリュームは搭載されていますが、IPKVM または IPKVM に接続す

るコンピューターモジュールがオーディオに対応していない、対応してもオーディオジャ

ックを接続していない場合は、音声は聞こえないためご注意ください。 
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単独起動用に動画を変換して保存する 

 

CCVSR をインストールすると、以下のフォルダにスタンドアロンで再生できる動画プ

レイヤーがインストールされます。この動画プレイヤーは CCVSR で録画された動画だけ

を再生できます。 

 

C:\VSR\VideoSessionRecorder\webroot_rls\JavaVLS.jar 

 

この動画プレイヤーはブラウザにログインしなくても、特定の動画ファイルを再生でき

るツールです。 

しかし、CCVSRはセキュリティ保護の観点から、録画したデータはそのままではこの

動画プレイヤーで再生できないようになっています。この動画プレイヤーは、ブラウザか

ら開いた動画プレイヤーで一度、対象のデータを保存すると再生できるようになります。 

 

⚫ まず、ブラウザから左ペインの再生から任意の録画データを再生します。 

⚫ プレイヤー右下の「ビデオを保存」をクリックします 

⚫ 任意の保存場所に動画ファイルを保存します 
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⚫ 必要に応じて、保存する動画ファイルにパスワードを掛けられます。パスワードが不

ならそのまま空欄のまま「OK」をクリックします。 

 

 

 

※  重要 

 

CCVSR は、リモートアクセスしたキーボード入力を記録できるため、上記画面のよう

にパスワードやプライバシーに関する機密情報も閲覧ができます。そのため、動画データ

の閲覧についてはアクセスできる対象者を制限するなど十分に配慮を行った上で、利用で

きるよう、システム設計を行ってください。 

また、KVMに接続したデバイス入力であればキー入力操作は記録できますが、KVM を

経由していないキーボード入力(例・PC 直結の USB キーボード入力)は記録ができませ

ん。 
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その他設定 

 

ここからは、CCVSRを使用するにあたってよくある質問事項を紹介します。 

 

一般ユーザーアカウントを追加する 

 

⚫ 管理者アカウントで CCVSR にログインします 

⚫ 左ペインの「ユーザーアカウント > ユーザー」から「追加」をクリックします 

 

 

 

⚫ 必須となる情報を入力し、「次へ」をクリックします 
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– ユーザー名(ログイン時に使用する文字列です) 

– パスワード 

– ユーザータイプ 

• CCVSR の各システム設定変更の操作権限を付与できます。 

– Super administrator : 初期設定の administrator アカウントと

同じ権限で、すべての設定変更閲覧権限を持つ最上位のロー

ルとなります。 

– Administrator: ユーザーアカウント権限変更を除いた設定、

閲覧権限があります。これらの権限は設定変更が可能です。 

– User : 初期設定では動画の再生権限はありません。これらの

権限は設定変更が可能です。 
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– 設定ページ 

• ライブビュー / 再生 / デバイス管理 / ユーザーアカウント / シス

テム / ログ / の 6 項目の権限を付与できます。 

 

– デバイス 

• 動画閲覧ができる IPKVM を指定できます。 

• Administrator または user アカウントでのみ設定します。 
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– 録画 

• CCVSR の動画データのストレージデバイスを指定できます。リスト

にはWindowsのデバイス名がリストに表示されます。 

もし有償のライセンスキーを使用している場合であればセカンダリサ

ーバーやアーカイブサーバーがこちらに表示され、アクセスできる動

画を検索・閲覧できるようになります。 

• 通常の使い方であれば、アクセスできる KVM を制限し、録画サーバ

ーはすべてアクセスできるようにする設定を推奨します。 
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その他 

 

⚫ CCVSR では、アカウント作成数の制限は設けていません 

⚫ ユーザーグループ機能は複数の一般ユーザーアカウントを一括して設定変更をしたい

場合の機能となります。 

 

有償ライセンス認証方法 

 

⚫ CCVSR がインストールされたサーバー本体に USBキーを接続してください 

– リモート端末に USBキーを接続してもサーバーのライセンス認証はできない

ためご注意ください 

⚫ リモート端末から CCVSR にログインしてください 

⚫ 「システム>ライセンス」の画面では、ライセンスの認証状況を確認できます 

– 下図では、「シリアルナンバーを入力してください:Evaluation」と評価版を利

用していることが確認できます 

 

 

⚫ 有償ライセンスを認証するには、「Update」ボタンをクリックします 

⚫ 認証には数秒かかります。この時、他のユーザーのリモートアクセスに影響はありま

せん 

⚫ ライセンスキーによる認証に成功すると、この部分の表示が変わります。 

– 技術的な問題が発生し、ATEN へ問い合わせる場合はUSB キーのシリアル番

号をご提示ください 
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⚫ 認証失敗時、CCVSRがインストールされたサーバーにUSB キーが正しく接続また

は認識されていなかったケースがありました。USB キーの接続にゆるみが無く、ほ

こりなどがUSB 端子に入っていないかを確認して、再認証してください 

 

冗長サーバー構成構築方法 

 

冗長サーバーは、すでにプライマリサーバーにてライセンス認証が完了してからインス

トールを行ってください。 

プライマリサーバーとは異なる IPアドレスを指定してから、 

「Zulu OpenJDK version8 JDK FX をサーバーにインストールする」 

「CCVSR をインストールする」 

を参照して、インストールしてください。 

CCVSR インストール完了直前に「セカンダリサーバー」と指定し、IP アドレスを指定

するとインストール完了時に、自動的にサーバー冗長化を開始します。 

 

 

※ 参考 

 

初回構築時であれば、セカンダリサーバーなどのサーバーはユーザーアカウントなどの

設定する前に冗長構成の設定を完了しておくことを推奨します。 

ユーザーアカウント設定後に冗長サーバーを構築するとユーザーアカウントごとに動画

データのアクセス権限の設定が再度必要となるためです。 

 

 

 

設定反映の遅延について 

 

⚫ 弊社製 IPKVM製品と CCVSR は、複数のユーザーが同時にリモートからアクセス

し、設定変更が行われることを想定しています 

⚫ 複数ユーザーによるリアルタイムで設定を反映した場合、デッドロックなど不具合が

発生するケースもあることから、各製品では設定反映するまで約 2~3 分の遅延を意

図的に設けています 

⚫ そのためログインのタイムアウト設定は変更し、数分してからでないと反映されない

ため反映前の設定で自動的にログアウトすることがございます。これは正しい動作と

なります 
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⚫ 即座に設定を反映させる方法としては、CCVSR のサービスを再起動させることで強

制的に設定を反映させることが可能です 

 

管理画面の自動ログアウト設定を無効にする 

⚫ 管理画面にログイン後、画面右上の「 」をクリックします 

⚫ 「参照」をクリックします 

 

⚫ 「セッションのタイムアウト」を「0」(ゼロ)と設定し、「保存」をクリックします 

 

 

CCVSR のバージョンを確認する 

⚫ 管理画面にログイン後、画面右上の「 」をクリックします 

⚫ 次のようにブラウザ内でポップアップが表示されます 
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FAQ 

 

最大同時録画数 

 

サーバー1 台あたりの録画数については以下の条件で動作を確認しております。 

※注意 : いかなるサーバー構成での動作を保証する内容ではございません。 

 

同時録画をする台数が多くなるほど CCVSRの I/O(ストレージ)の負荷が大きくなりま

す。そのため、画質最優先で録画をすると同時録画台数によっては動画ストリーミングの

データドロップによって動画を録画できていないなどの不具合や制限が出てくることがあ

ります。解決方法としては、IPKVM 本体のネットワーク転送速度を 10240KBpsなどに制

限することで、動画データが圧縮されて CCVSR側の負荷を軽減できます。 

 

1920x1080 の録画の場合、同時 20 セッションまで 

 

条件として KVM でリモートアクセスしているWinClient 側の設定でテキストモード on

にした状態で、1GbE のポートで監視カメラ用NVR を 20台接続して稼働の参考値となり

ます。 

 

4096x2160 の録画の場合、同時 4セッションまで 

 

最大で 4台の CN9950 を同時に 4台録画できることを確認しております。これ以上

IPKVM を接続しても録画はできないためご注意ください。 
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CCVSR で登録できる台数 

 

1 つの CCVSRでは最大で 64 台までの IPKVM を登録することができます。 

ただし、同時に録画できるのは同時 20 セッションまでとなることから、セカンダリサ

ーバーを用意し、録画サーバーを分散することを推奨します。 

冗長構成で構築した場合、プライマリサーバーが録画データの空き容量不足やセッショ

ン数が最大まで到達したなど、録画が開始できない状況になった時に自動的にセカンダリ

サーバーへと負荷を分散して動作するようになっています。 

 

CCVSRに Oracle Java を使用しても良いのか? 

 

Oracle Java8 でも CCVSR は動作確認をしています。 

しかし Oracle Java の商用利用は update202 までは無償でしたが、それ以降はライセン

ス費用の支払いが発生します。Oracle 社の技術サポートを必要とする場合であれば、

OpenJDKではなくOracle Javaで利用する事をご検討ください。 

当ガイドでは、無償で利用ができるかつ動作を確認しております Azul system 社の

OpenJDK FX でのセットアップ方法を記載させていただいております。 

 

仮想環境に CCVSRをインストールしても動作できるか? 

 

弊社内では VMware ESXi 6.7上のWindows Server 2016 にて簡易的な動作テストを行

い、IPKVM の操作画面を 1台のみとなりますが録画できることを確認しております。

Windows Server 2016 のHyper-V 環境でも同様に録画できることを確認しています。 

注意事項としては、仮想OS上では特にストレージデバイスの書き込み/読み込み能力が

リアルサーバーよりも性能が著しく落ちるため、当ガイドに記載している推奨スペックで

あっても非常に限定されることをご注意ください。 

ハイパーバイザー型では動作を確認しておりますが、Docker/Kubernetesを筆頭とした

コンテナ型仮想環境での動作検証は行っておらず、台湾本社でも非サポートである回答を

確認しております。 
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Firefoxで Inquery.jnlp をダウンロードしても、見慣れない XML ファイルが開かれる 

 

いくつかの PC 環境にインストールされている Firefox で、Inquery.jnlpをダウンロード

した時に自動的に「Inquery.jnlp.xml」と書き換えて保存するためにファイルを開いても動

画プレイヤーが出来ない事象を確認しています。 

 

この場合、Firefox の設定で「一般 > プログラム」にある XML ファイルを「毎回確認

する」とファイルを開く時の動作設定を変更することで、jnlp ファイルの拡張子を自動的

に変更されなくなることを確認しています。 

 

Icedtea-web で Inquery.jnlp をファイルが開いても Fatal Errorと表示される 

 

動画プレイヤーを開く時に Inquery.jnlp を開きますが、CCVSR では Icedtea-webではな

く JDK FX の機能にて動作するようになっています。そのため、動画プレイヤーを再生す

る PC では Zulu OpenJDK JRE + Icedtea-webではなく、Zulu OpenJDK (JDK FX)をイン

ストールして動作できるかご確認ください。 

 

定期的に動画ファイルをコンバートする機能はあるか? 

 

動画ファイルのコンバート機能は無しとなります。 

また動画ファイルをタスクにてバッチ処理による自動変換機能は搭載しておりません。 

セキュリティの観点から、汎用的な動画フォーマットへのエンコード機能は搭載の予定

はございません。 

 

特定の IPKVMを策定のサーバーに指定して録画できるか? 

 

録画は、基本的にプライマリサーバーから録画を開始し、状況に応じてセカンダリーが

稼働するようになっています。そのため、特定の KVM を必ずセカンダリサーバーに録画

する、という指定方法はできませんのでご注意ください 

 

他社製品の IPKVM も録画できるか? 

 

ATEN製で対応 IPKVMのみ録画対応となります。 
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バックアップデータは別のバージョンに利用できますか? 

 

ご利用いただけません。 

任意のバージョンで作成した CCVSR の設定バックアップファイルは、同じバージョン

の CCVSRにインポートしてご利用ください。 

もし v2.1.209 で作成したバックアップコンフィグデータを v2.1.210 にインポートしてし

まった場合は動作異常の原因となるおそれがあります。その場合は、CCVSR をアンイン

ストールして正しいバージョンの組み合わせでバックアップファイルをインポートしてご

利用ください。 

 

プログラムについて知りたい 

 

⚫ 管理画面で再生ボタンを押した時にダウンロードするファイル→jnlp ファイル 

➢ Java アプレットファイルで、Icedtea-webを使用して起動します 

⚫ C:\VSR\VideoSessionRecorder\webroot_rls\JavaVLS.jar→jar ファイル 

➢ Jar ファイルで、openJDK FX で起動します 
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動画ファイルについて知りたい 

 

⚫ dat ファイル 

➢ CCVSR が録画したオリジナルの動画データ。データは「c:\vls_data」に保存され

ています。このデータはセキュリティ上、専用動画プレイヤーでは再生できず、

直接ファイルを閲覧できません。再生するには、ブラウザから jnlp形式のプレイ

ヤーを開き、プレイヤーで「動画」を保存するとスタンドアロン版の動画プレイ

ヤーで再生できるようになります。 

⚫ vsr ファイル 

➢ ブラウザから開いた動画プレイヤーでファイルを保存すると、この形式で保存さ

れます。ファイルは指定が無いと「Windows\(ユーザー名)\ダウンロード」の位

置で保存ダイアログが表示されます。 

➢ 一度この形式で保存されていれば、スタンドアロン版の動画プレイヤーで再生で

きます。 

➢ Avi やmp4 など任意の動画形式へ変換することはできません。 

 

SSHでサーバーのデータを操作したい 

 

CCVSR はWindowsまたは Linux サービスとして起動するため、リモートやバッチファ

イルなどからサービス起動と停止、再起動はそれぞれ制御可能です。 

しかし CCVSR自体は SSH 非対応のため、外部からの CLI での操作には非対応となり

ます。 

 


